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JPNICブログから、オススメ記事を紹介します。今回は札幌で開催
されたInternet Week ショーケース in 札幌の記事です。Blog記事では
もう少し詳しく解説されていますので、ぜひBlogもご覧ください。
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札幌で現地開催しました！
Internet Week ショーケース in 札幌 フォトレポート
前年のInternet Weekで好評だったプログラムを、再度コンパクトにお届けするInternet Week ショーケース。既に開
催も7回を数えました。今年は北海道札幌市、オープンしたばかりのHOTnet 共創空間 Akallaboでの開催です。
News & Views 8月定期号（https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2023/vol2018.html#feature）
でもご紹介していますので、ご一読ください。

■プログラム内容

CDNの仕組みとトラフィック分析
～CDN事業者が語る～
青野 慧志郎氏（JOCDN株式会社）より、CDN
の基本的な仕組みから、CDN事業者の観点か
ら見たトラフィック分析を通じて考察したCDN
の活用について解説いただきました。

サイバー攻撃を止めるには？ 
攻撃の動向&abuse対応依頼入門
山下 健一氏（さくらインターネット
株式会社）より、abuseとは何か、
abuse窓口には何が依頼でき、窓
口の中ではどのような対応をして
いるのか。利用者・担当者双方の
目線から解説いただきました。

DNSの弱点を振り返り、今後の針路について考える
森下 泰宏氏（株式会社日本レジスト
リサービス（JPRS））より、インターネッ
トの技術者、特にDNSを運用される
方に向け、DNSの設計上の弱点を紹
介し、それらが関連するプロトコル・
実装・運用に及ぼしている影響の内
容について解説いただきました。

基調講演:北海道における
再生可能エネルギー ｘ デジタルインフラの可能性
江崎 浩（JPNIC理事長）より、地政学
的な観点から、「北海道」の秘めた可
能性や期待に関して、エネルギーや
それをインフラとして運ぶという視点
で非常に興味深い話がありました。

サイバー攻撃2022+ 昨今のサイバー攻撃動向とその対応
三浦 拓也氏（一般社団法人JPCERT
コーディネーションセンター（JPCERT
／CC））より、2022年JPCERT／CCで発
出したアラートを紹介し、今対応して
おきたい脆弱性やサイバー攻撃に関
するトピック・最新動向についてお話
しいただきました。

共催講演 2018年北海道胆振東部地震における
当社データセンターの状況 ローカル5Gの取り組み紹介
池野 桂司氏（北海道総合通信網株式会
社（HOTnet））より、北海道胆振東部地
震の影響で発生した、北海道全域停電
下での同社のデータセンターのオペレー
ションについてお話しいただきました。
また、北海道電力苫東厚真発電所での
取り組みとして、同社と北海道電力で実
施したSub6帯を用いたローカル5G検
証についても紹介がありました。

ブランドを守るために必要な送信ドメイン認証

古賀 勇氏（株式会社インターネットイニ
シアティブ（I IJ））より、電子メールインフ
ラを見ている立場から、DNSオペレー
ターに向けて「送信ドメイン認証＝
DMARC」について解説いただきました。

インターネット広告の羅針盤 － Post Cookie、嵐の時代

伊東 直弥氏（株式会社マイクロアド）、
中野 翔太氏（株式会社マイクロアド）
より、「インターネット広告」の基礎から
今日までの流れと、Post Cookie時代の
技術についてお話しいただきました。

NICTER観測で捉えた、日本国内の脅威2022＋

森 好樹氏（国立研究開発法人情報通
信研究機構（NICT））より、日本国内の
Mirai感染について、感染した手法・対
策方法を調査結果や感染事例を踏ま
えてお話しいただきました。

スプリンターネットを読み解く

JPNICの前村 昌紀より、ロシアのウクライナ
侵攻以降議論となっている、「一つのイン
ターネット」のコンセプトに反するインター
ネットの分断「スプリンターネット」について
解説いたしました。
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ルーティングセキュリティ  インターネット運用の羅針盤
堀 高房氏（株式会社インターネットイニ
シアティブ（I IJ））より、ルーティングに関
するインシデントに日々 どのように備え、
実際にインシデントが発生した際にど
のように対応するべきか、AS運用現場
の観点からお話しいただきました。
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インターネット研究所
ハジメ・コトー Jr.  所長

助手ロボット
JP_29 Ⅱ

「インターネット歴史年表」も見てね!!
https://www.nic.ad.jp/timeline/

前号ではWi-Fiの成り立ちと、802.11から802.11bまでの規格について紹介
しました。本号では802.1 1g以降のWi-Fiをご紹介します。

承前

Wi-Fi4は2007年に策定された802.11nがベースで、現役と言えるのはこの
バージョンからと言っていいでしょう。また末尾のアルファベットで区別する
のは一般ユーザーには難しいという観点から、Wi-Fi Allianceがプロモー
ション用にナンバリングを開始したのはこの規格からです。

2.4GHz帯を使う802.11gと5GHz帯を使う802.11aの双方に対する拡張が
含まれており、規格上は600Mbpsが最大通信速度です。ただし、市販のア
クセスポイントでは上限300Mbpsというものが多かったようです。このあた
りになるとさほど遅いという感覚は無くなり、日常のネットワーク環境とし
て常用しても不満の無い速度になりました。

Wi-Fi4では高速化の手段として複数のチャンネルを束ねて使うチャンネル
ボンディング、複数のアンテナを使って通信路を増やすMIMO（Multiple 
Input Multiple Output）といった技術が導入されました。この二つは以降の
規格にも引き継がれていきます。

Wi-Fi5

802.11gは2.4GHz帯を使う、802.11bの後継規格です。2003年に策定され
ました。先行する802.1aで確立された変調方式を導入することで、54Mbps
の最大通信速度を実現しています。802.1 1gは後方互換性の観点から、
2023年現在でもサポートしているアクセスポイントが多いのですが、さすが
に現役の技術とは言いがたい状況です。後述する、Wi-Fiとしてのナンバリン
グもありません。

802.11gは最初から多数の周波数を用いることを前提としていたため、
802.11bまでで使われていたスペクトラム拡散方式は使われなくなりまし
た。54Mbpsともなると十分実用的で、加えて802.11bと互換性があったこと
もあり、この世代で無線LANの普及が進みました。

ただし2.4GHz帯はさまざまな機器が利用しているため混信・干渉の問題は
解消しようが無く、また1台でも802.11bで接続する機器があるとネットワー
ク全体が802.11bの速度に低下してしまうという問題もありました。

802.11g

2023年現在最新の規格はWi-Fi6で、2019年に策定された802.11axに基づい
ています。2.4GHz帯と5GHz帯を使う6と、さらに6GHz帯を使う6Eがあり、い
ずれも最大通信速度は9.6Gbpsで、数値だけならコンシューマー向けの有線
LANを凌駕しています。もっとも、無線LANでは最大通信速度を出すのはなかな
か難しいのですが。また、6Eに対応した機器はまださほど数が多くありません。

Wi-Fi5までは親機と子機の1:1での速度を向上させることに重きが置かれて
いましたが、6では複数の機器が混在する状況での実質的な通信速度の確
保に重点が置かれているのが特徴です。また規格としては別のものですが、
複数のアクセスポイントが自動的に最適な中継を行うメッシュネットワーク
に対応した機器が増えているのもこの世代の特徴です。

Wi-Fi

協力:株式会社日本レジストリサービス

802.11g

Wi-Fi5

Wi-Fi6

Wi-Fi4

Wi-Fi
～高速化の歴史～

後編
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第20回

ことはじめ
インターネット

次回はリモートアクセスの予定です。

Wi-Fi4

Wi-Fi6

802.11と直接的なつながりはありませんが、1970年にALOHAnetという無
線ネットワークが開発されています。ハワイ諸島を結ぶのが目的だったため
LANというよりはWANの範疇ですが、無線とパケットを使う点がWi-Fiと共
通しています。上りと下りに別のチャンネルを使うものの、すべての端末が共
通の通信路を使っているのも、Wi-Fiと同じです。

ALOHAnetは既に使われていませんが、基本的な考え方と運用によって明ら
かになった問題点̶共通する通信路へ複数の端末が同時にデータを送信
した場合̶への対処方法は有線LANであるイーサネット、無線LANである
Wi-Fiに受け継がれています。

遠い祖先

Wi-Fi5は、2013年に策定された802.11acを利用しています。まだまだ現役
で、対応する親機も市販されています。Wi-Fi5は5GHz帯だけを使う規格
で、最大通信速度は6.93Gbpsですが、コンシューマー向けの製品では最大
でも1.7Gbps程度となっています。実用上はまだ有線LANの方が早くて安定
しているのですが、一般的には十分な通信速度になっています。
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